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○単元観 

本単元は，小学校学習指導要領解説社会編第 6学年「内容（2）」の「我が国の政治の働きについて，

次のことを調査したり資料を活用したりして調べ，国民主権と関連付けて政治は国民生活の安定と向

上を図るために大切な働きをしていること，現在の我が国の民主政治は日本国憲法の基本的な考え方

に基づいていることを考えるようにする。」の「ア 国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが

反映していること」を受けて設定したものである。 

３学期に学習を行う単元であるが，夏休みに行われる「海田町こども議会」や総合的な学習の時間「海

田東小発未来をえがく」の学習で行う「かいた七夕さん」の取組と関連させるために，この時期に学習を

設定した。 

  本単元では，自分たちの願いを実現するためには，政治の働きが大切であること，自治の働きが政

治と共に大切であることを思考し理解することができるように，国の政治を取り上げ，その後，海田

町の政治，自治活動について取り上げる。そして，海田町の問題点や将来像について，調べたことや

社会的事象の意味について広い視野から考える力をつけるために「こども議会提案書」にまとめさせ

る。 

具体的には，海田町の制度や役場・議会の働きについて調べることを通して，町民の願いを実現す

るために様々な事業を行っていることを考えさせる。また，子育て支援にかかる費用は，予算をもと

に事業を進めていることや税金の意味を考えさせる。国会・内閣・裁判所の働きを取り上げ，三権分

立の仕組みをもとに政治を行っていることを理解させ，国のくらしを支える仕組みであることをおさ

える。さらに，政治の働きの大切さと共に，海田町の課題を解決していこうとする自治活動の大切さ

を理解させ，魅力ある町づくりに関わろうとする態度を育てることをねらいとしている。 

  総合的な学習の時間では，地域住民がボランティアで行っている「かいた七夕さん」に自分たちに

もできる取組を考え，自治活動の大切さを体験的に学んでいく。地域住民とのつながりの大切さに気

付き，地域の一員として「これからも自分たちができることをしてみたい」という願いをもたせたい。 

○児童観 

 本学級の児童は，地域における生活経験も豊かになり，地域の出来事や行事を話題にし，海田町に

魅力を感じている。国の政治に関しては，首相の名前は全員言えるが，政治関連のニュースの内容を

理解したり，新聞やテレビを興味をもって視聴したりする児童は少ない。家庭では，事件などは話題

になるが政治の話をすることはほとんどない。地域の政治に関しては，役場や児童館，図書館などの

公共施設はよく利用するが，どのような仕事をしているのか，何のためにあるのかは知らない児童が

多い。また，祭りや行事に参加する児童は多いが，自治組織が行っていることや目的については知ら

ない。 

  学習では，写真やグラフなどの資料を活用して，学習する場面を多く設定し，資料を比較したり関

連付けたりしながら，自分の考えをもたせるようにしている。総合的な学習の時間では，社会科で学

んだ資料の活用の仕方を用いて，自分の考えの根拠をグラフなどの資料を添付したり作成したりして
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いる。しかし，友だちの意見を聞いて理解し自分の意見と比べて考えを深めたり広げたりすることや，

その考えを伝え合い思考を深めていくことが課題である。また，資料から分かる事実を既習事項や他

の資料と関連付けて考えることや表現することにも課題がある。 

○指導観 

課題設定では，最近のニュースから興味のある話題を取り上げ，政治と国民の生活の結び付きにつ

いて考えさせたり，人口減少の問題から自分たちの将来像について話し合い，政治の役割について考

えさせたりする。 

  情報の収集・整理・分析では，国の政治と海田町の政治の仕組みについて取り上げる。国の政治に

ついては，ニュースや新聞の話題を取り上げたり，国の政治と自分たちの生活との関連に気付かせた

りして，国の政治を身近に感じられるようにしたい。海田町の政治については，最近の事業について

資料などで調べたり，町民の願いがどのような事業に結び付いているのかを考えたりする。そして，

事業に必要な費用は税金が大きな役割を果たしていることを，資料を調べたりして理解させる。 

  自治活動の大切さについては，総合的な学習の時間で行う「かいた七夕さん」への参加の取組と関

連させながら，「地域住民活動ネットワーク」の取組を取り上げ，どのような目的や思いが込められて

いるのかを考えさせ，海田町の地域課題を自分たちで解決していく取組の大切さに気付かせる。「かい

た七夕さん」実行委員の方の話や海田広報誌，海田町の資料（アンケートや事業の取組）を活用し，

政治と自治のそれぞれの役割を比較しながら，地域住民の願いを実現するための取組の必要性につい

て，意見を交流させながら考えを深めさせる。また，自治の役割を理解することで，住みよい町づくり

に関わろうとする態度を育てたい。 

  日本の人口減少は今日の課題であるが，海田町は住民の願いを実現するために，政治や自治活動の

取組を充実させることで，海田町が魅力ある町になり人口が減少しないと児童は考えている。そこで

海田町の問題点や将来像を「こども議会提案書」にまとめることで，海田町を再発見し魅力ある町づ

くりについて考えさせる。 

 

 

○  地方公共団体や国の政治の働きに関心をもち，資料を活用しながら意欲的に調べ，考えながら課

題を追究しようとする。                【社会的事象への関心・意欲・態度】 

○  地方公共団体や国の政治の働きに関する社会的事象の資料を活用したりして調べるとともに，政

治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていることや政治と共に自治活動が大切で

あることを考え，適切に表現することができる。         【社会的な思考・判断・表現】 

○  地方公共団体や国の政治の働きについて，適切な資料を効果的に活用して調べ，「こども議会提

案書」にまとめることができる。                【観察・資料の活用の技能】 

○  地方公共団体や国の政治の働きに関心をもち，国民生活には地方公共団体や国の政治の働きが反

映していること，政治は国民生活の安定と向上を図るために大切な働きをしていること，また政治

と共に自治が大切であることを理解することができる。   【社会的事象についての知識・理解】 

 

 

 

  

単元の目標及び内容について 
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社会的事象への 

関心・意欲・態度 

社会的な 

思考・判断・表現 
観察・資料の活用の技能 

社会的事象についての

知識・理解 

国民生活の安定と向上

を図る地方公共団体や国

の政治のはたらきに関心

をもち，進んで調べたり考

えたりしようとする。  

地方公共団体や国の

政治は国民生活と密接

な関係をもっており，国

民の生活の安定と向上

を図るために大切なは

たらきをしていること

を考えている。   

様々な資料を活用す

るなどして，国民生活に

は地方公共団体や国の

政治のはたらきが反映

していることを調べ，そ

の結果や考えたことを

提案書にまとめ表現し

ている。 

地方公共団体は，地域

の実態や住民の願いを

取り入れながら，長期的

な見通しを立て，協力し

て望ましい町づくりに

取り組んでいることを

理解している。     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ａ Ｂ 

【主 体 性】 

・「こども議会提案書」作成に向けて，海田町の問

題点や将来像について，資料や集めた情報を整

理する中で，海田町を再発見し魅力ある町づく

りを目指すために考えようとしている。 

・「こども議会提案書」作成に向け

て，資料や集めた情報を整理し，

魅力ある町づくりについて考え

ようとしている。 

【思 考 力】 

・「こども議会提案書」作成のために，必要な情報

をよく吟味し，関連付ける中で自分の考えを深

めている。  

・「こども議会提案書」作成のため

に，必要な情報を関連付ける中で

自分の考えを深めている。  

【自己理解】 

・海田町を再発見することを通して，自分の夢や

願いを「こども議会提案書」に織り交ぜながら，

地域を大切にしようとすることの大切さに気

付いている。 

・海田町を再発見することを通し

て，自分の夢や願いを「こども議

会提案書」に織り交ぜながら，地

域を大切にすることの大切さに

気付いている。 

単元の評価規準 

単元で育成したい資質・能力 
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全 14時間 

次 時 学習内容 
評 価 

関 思 観 知 評価規準 評価方法 

一 

１ 

 

 

○国民は様々な願いをもって生活していること

を資料を活用して話し合い，人々の願いと政治

のはたらきとのつながりに関心をもつ。 

・最近のニュースから興味のある話題を取り上

げ，政治と国民の生活の結び付きについて考え

る。 

・日本の人口減少の問題から，自分たちの将来像

について話し合い，政治の役割について関心も

つ。   

○学習課題を設定する。 

・海田町の人々の願いを実現するためには，政治

がどんな役割をしているのかを考え，本単元の

学習課題を設定する。 

 ○   

 

・国民や海田町の住 

民の願いを実現す

るために，政治はど

んな働きをしてい

るのか考えている。 

行動観察 

ノート 

２ 

○「こども議会提案書」について考え，学習の見 

通しを立てる。 

・海田町の問題点や将来像について提言するこ

とを知る。 

・ゴールの見通しをもち，学習計画を立て，単元 

で付けたい力について考える。 

○    ・「こども議会提案 

書」を書くことに関

心をもち，提案書の

内容や付けたい力

について考えよう

としている。 

発言 

ノート 

二 

３ 

 

 

○国会や選挙に関する資料を調べ，国会のしくみ

やはたらき，選挙の役割について，分かったこ

とや考えたことを話し合う。 

・政治は国民の願いを実現し，国民生活の安定と

向上を図るために大切なはたらきをしている

ことが分かる。 

・選挙は国民や住民の代表者を選出する大切な

しくみであることが分かり，選挙権の大切さに

ついて考える。 

   ○ ・国会は，国民の願い

に基づいて国の政

治について話し合

っていること，国会

議員は，選挙で選ば

れていることを理

解している。 

発言 

ノート 

４ 

○内閣に関する資料を調べ，内閣のしくみやはた

らきについて，わかったことや考えたことを話

し合う。 

・法律や予算をもとに政治を行っていることが

分かる。 

○裁判所に関する資料を収集して調べ，裁判所の

はたらきについて，わかったことや考えたこと

を話し合う。 

・争いごとの解決や罪のあるなしを決めたり，法

律や政治などの憲法違反を判断したりするは

たらきが分かる。 

   ○ ・内閣は，総理大臣が

中心となって，国の

仕事を進めている

ことを理解し，裁判

所は，法律に基づい

て，様々な問題を解

決し，国民の権利を

守る仕事をしてい

ることを理解して

いる。 

 

発言 

ノート 

５ 

○学習したことをもとに，国会・内閣・裁判所の

関係について図にまとめる。国の政治のはたら

きについてわかったこと，考えたことをまとめ

る。 

・国会，内閣，裁判所はそれぞれが立法権，行政

権，司法権をもち，相互に関連し合って政治を

行っていることを関係図で表し，考えをまとめ

る。 

 ○   ・学習したことを基 

に国会，内閣，裁判 

所の役割を関係図

にまとめている。 
ワークシート 

指導と評価の計画 

課題の設定（２） 

情報の収集・整理・分析Ⅰ（３） 
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次 時 学習内容 
評 価 

関 思 観 知 評価規準 評価方法 

三 

６ 

 

 

○公共事業は，町民のどのような願いを取り入

れ，どのような取組が行われているのか，資料

をもとに調べる。 

・「広報かいた」活用して，平成 28 年度と平成 29

年度の事業について知る。 

・「海田町の将来人口に関するアンケート調査」

を活用して，町民の願いがどのような事業に結

びついているのかを調べる。 

  ○  ・公共事業は，町民の 

願いをもとに行わ

れていることを調

べている。 発言 

行動観察 

ノート 

７ 

・

８ 

○海田町役場や町議会の資料を活用して，海田町

役場や町議会のはたらきについて調べる。② 

・海田町役場の役割を知り，町民の願いを実現す 

るためにどのようなはたらきをしているかを知

る。 

  ○  ・町民の願いを実現

するための，町議会

や町の政治の働きを

調べまとめている。 

発言 

ノート 

９ 

・議会は選挙で選ばれた議員によって運営され

ていることを知り，選挙を通して政治に参加す

ることの大切さを考える。 

 ○   ・選挙で投票するこ

とは，願いを実現す

るために政治に参加

する大切な役割であ

ることを考えてい

る。 

発言 

ノート 

10 

○保育所再整備事業（３保育園の統合）や子育て

支援にかかる費用は，どこから出ているのか，

資料をもとに税金の役割を調べる。 

・予算をもとに事業を進めていることやその費

用は税金が使われていることを知る。 

・海田町の平成 29 年度予算について調べ，町民

の願いがどのように予算に反映されているの

かを知る。 

  ○  ・町民の願いを実現 

させるために，税金

が重要な役割を果

たしていることに

ついて，資料を活用

して読み取ってい

る。 

発言 

ノート 

11 

○海田住民活動ネットワークの取組について資

料をもとに調べる。 

・暮らしやすい町にするために取り組んでいる

ことについて調べ，自分たちの願いを実現する

ためには政治のはたらきと共に自治が大切で

あることを考える。             【本時】 

 

 

 

 ○   ・海田町住民活動ネ 

ットワークが，暮ら

しやすい町にする

ために取組んでい

ることについて資

料で調べ，政治の働

きと共に自治活動

が大切であること

について考え表現

している。 

発言 

ノート 

12 

 

 

○暮らしやすい海田町にするための「子ども議会

提案書」を，既習内容や生活経験をもとに考え

る。 

・近い将来人口 3 万人を超える町にするために

は，どのような事業を実現する必要があるかを

考える。 

  ○  ・暮らしやすい海田 

町にするための提

案書を考えている。 

 

 

ワークシート 

行動観察 

情報の収集・整理・分析Ⅱ（５） 

まとめ・創造・表現（２）

（２） 
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（１）本時の目標 

 ○ 自分たちの願いを実現するためには，政治の働きと共に，地域の自治活動が大切であることを考

えることができる。 

 

（２）本時の評価規準 

 ○ 海田住民活動ネットワークが取り組んでいることについて資料をもとに調べ，自分たちの願い

を実現するためには，政治の働きと共に，地域住民が自分で考え実行することが大切であること

を考えている。                      【社会的な思考・判断・表現】 

 

 

 

 

 

 

 

  

次 時 学習内容 
評 価 

関 思 観 知 評価規準 評価方法 

四 

13 

 

 

○完成した「こども議会提案書」の交流を行う。 

・作品を読み合い，友だちの願いを知り，意見を

交流する。 

 

○    ・願いやものの見方 

や考え方と関連付

けながら提案書を

読もうとしている。 
発言 

14 

 

学びのモニタリング 

○自らの学びや学び方を振り返る。 

・「こども議会提案書」作成を通して，考えたこ

とを話し合い，自己の見方や考え方の高まりに

気付く。 

・単元の初めに立てた「ゴールの見通し」の視点 

でノートや作品を基に自らの学びを振り返る。 

○    ・自分の物の見方や

考え方の変容や自

らの学びや学び方

を振り返ろうとし

ている。 

発言 

行動観察 

ワークシート 

本時の学習 

振り返り（２） 
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（３）本時の学習展開（11時間目／全 14時間） 

学習活動 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

□思考の場の工夫 

◇指導上の留意事項 

★めざす児童の姿 

◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 
◎本時で付けたい力 

１ 前時までの学習を振り返る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇町の政治は，願いを実現し，暮らし

をよりよくしてくれていることを確

認する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

２ 「海田住民活動ネットワーク」の

取組みを調べ，取組みの目的を考え

る。 

 ○「海田住民活動ネットワーク」は，

何のために取組みをしているの

でしょう。 

・七夕まつりは，毎年人がたくさん集

まっている。祭りを通してつながっ

てほしいという願いがあると思う。 

・海田市まつりは，他の町の人にも来

てもらって，海田の良さを多くの人

に知ってもらいたいと思う。 

 

３ 「自治」の意味を考える。 

 ○なぜ，政治と自治の両方があるの

か考えよう。 

 

 

 

 

・政治と自治が協力して，住民の願い 

を実現している。 

・政治でできにくいところを自治が

行っている。 

・政治は自分たちの生活を守ってく

れていて，自治は自分の町を支えて

いる。 

 

 

 

◇海田町役場と「海田住民活動ネット

ワーク」の組織を比較し，「海田住民

活動ネットワーク」は全て住民であ

ることを確認する。 

◇「海田住民活動ネットワーク」の取

組みの特徴に気付かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇既習の町の政治と海田住民活動ネッ

トワークとの違いを，組織図や取組

みから考えさせる。 

◇政治には限界があり，より細かい願

いをかなえるためには，町民が協力

して願いをかなえる取組みを進めて

いくことが大切であることに気付か

せる。 

◆自分たちのことは自分たちで考えて

いくことが「自治」であることに気付

かせる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎自分たちの願いを

実現するために

は，政治の働きと

共に，自治の働き

が大切であること

を考えている。

〔社会的な思考・

判断・表現〕(発

言・ワークシート) 

 

 

 

 

 

 住民の願いを実現するために，政治と共に，どのような取組みが大切かを考えよう。 

めあて 

Ａ：政治の役割を理解し，根拠を明確に示しながら，政治以外に住民の願いを実現するため

に必要なことを考えている 。 

Ｂ：政治の役割を理解し，政治以外に住民の願いを実現するために必要なことを考えている。 

本時のゴールの見通し 

□思考の場の工夫 関連付ける 

住民の願いの実現と政治と自治

の役割をつなげながら考えてい

る。 
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（４）板書計画 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習活動 

○主な発問 

・予想される児童の反応 

□思考の場の工夫 

◇指導上の留意事項 

★めざす児童の姿 

◆「努力を要する」状況と判断した 

児童への指導の手立て 

評価規準〔観点〕 

（評価方法） 

◎本時で付けたい力 

４ 本時の学習のまとめをする 

 

 

 

 

 

 

 

◇次時は「こども会議提案書」を作成

することを伝える。 

 

 住民の願いを実現するために，政治と共に，どのような取組みが大切かを考えよう。 

めあて 

〈本時のゴール〉 

A 根拠を示す 

B 政治＋政治以外 

役場の組織図 

「海田住民活

動ネットワー

ク」の組織図 

両方あるのはなぜ？ 

・政治と自治が協力して，住民の願いを実現している。 

・政治は自分たちの生活を守ってくれていて，自治は自分

の町を支えている。 

 

西国街道ガ

イドツアー 

かいた七夕

さん 

実行委員会 

海田町国際

交流協会 

・祭りを通してつながってほしいという願いがあると思う。 

・海田の良さを多くの人に知ってもらいたいと思う。 

 

 私たちの願いを実現するためには，政治と共に，自治が大切で

ある。自治とは，「海田住民活動ネットワーク」のように，自分た

ちが自分たちのくらしをよくしていくことである。 

★めざす児童の姿 

 私たちの願いを実現するためには，政治と共に，自治が大切である。自治とは，「海田住

民活動ネットワーク」のように，自分たちが自分たちのくらしをよくしていくことである。 
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〈参考〉「学びのモニタリング」 

 

  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

主
体
性
・
・
・
ア
ク
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
力 

 

「
こ
ど
も
議
会
提
案
書
」
作
成
す
る
た
め
に
、
海
田
町
を
再
発
見
し
魅
力
あ
る
町
づ
く
り

に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
。 

    

 思
考
力
・
・
・
考
え
て
動
く 

 
 

「
こ
ど
も
議
会
提
案
書
」
作
成
の
た
め
に
，
必
要
な
情
報
を
関
連
付
け
て
、
自
分
の
考
え

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。 

     

 

自
己
理
解
・
・
・
自
分
の
よ
さ
や
成
長
に
気
付
く
力 

 
 

海
田
町
を
再
発
見
す
る
こ
と
を
通
し
て
，
夢
や
願
い
を
「
こ
ど
も
議
会
提
案
書
」
に
書

き
，
地
域
を
大
切
に
し
よ
う
と
す
る
気
持
ち
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
た
。 

 

                      

学
び
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ 

わ
た
し
た
ち
の
声
を
議
会
に
！
「
わ
た
し
た
ち
の
く
ら
し
と
政
治
」 

こ
れ
ま
で
の
自
分
の
社
会
科
の
学
習
と
比
べ
な
が
ら
学
習
を
振
り
返
り
ま
し
ょ
う
。 

    

こ
れ
ま
で
の
社
会
科
の
学
習
と
様
子
と
比
べ
て
な
が
ら
，
学
習
を
ふ
り
返
ろ
う 

        


